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模 型 時 系 列 の 作 成

小 河 原 正 巳

中央気象台氣象研究所

(昭 和22年12月20日 受理)

確率 過程を母集團 とす る漂本論の研 究 の一つ の資料

として,模 型時系列を作威 して見た。平均値,分 散及

び 自己 相關係数に よつて確率法則が完全に決定 され る

五 めに,正 規分布法則を淫 んだ。順序 として先て独 立

な定常 的正規確率系列を母集 圏に もつ と考え られ る純

遇叢的時系列を作 り,こ れに種々の相関 を導 入 して,

各種の定常的時系 列を作威 した。

(8)纏 遇褒的吟茎列

Eisher・YateSのrandomnumbersの 表に於て,

例 へば0347437356をO・()347e37356と 考へ ると,そ

の表 の激 は(O..1)上 の矩形牙 布を母集團に もつ標本 と

考へ られ る。 これを平均 笹O,分 散1な る正規母集團

か らの標 本に塑換ナ るために,上 記の如 きoと1と の

間の戯 を 海 とし,こ れに勤 し,正 規発布め表に よ り

に よつ て 計 算 き れ ろ。但 し初 期値 才。ほ 任煮 に與 え て

よ いカ:,最 もprobableな{直 と して は20=O.

(B)2匙 呂0.8バ+O.6Xk.1,k=1,2,… ・.Xo=O

これ は正 の 持続 性 を もつ変 動 を 表 は す 。

(c)2重 】ttarkoff系 列2)

こめ場 合 に(1)乃 至(6)に 相 営 ナ る式 ほ,

な るYe*を 封感 させ る。 とのty.!},t:平 均値o,分

散1な る独立 な定 常的正規確奪系 列の標本 である。

(b)コ 舗 】vrarkoffX列1)

儀 が 正常 な定常正規 草純Markoff系 列 侮}の 自

己相開係教なるための條件は

例:Pi=O・5,pa-=一 一〇・3と す れ ぽ(7)の 最 初 の 二

式

こSにYkは 定常正規 純逞蜜 的系 列で,Xkの 主分布 の

平均働:0身 散 が1な るとき{ま,Ykも その平均値ほ

0で,分 敬 は(1)と(3)か ろ

2)一 般 に 定 常正 劃"重Markoff・ 系 列{rk}に 於

て τs...tJXk.2,… …,Xk-rlを 與 え た と き'の 気 の 僚 件

付 薙 寧 法 則 ほ

1)こ の(b)と 次の(c)に 關 して{ま引用文献[1〕

及 び.2」 を滲照。



ぼ.、8'つ 實1艮に 婁三して{ま持 畷 性 を 恭 し,虚 畏 にi爵 し

て よ 週期 実を現{まナ 。 後 者 の場 台 に 、α。 は 振幅 の減

(e'1移 動 平 均 系列

績 、 漕在遇期 をもつ緋系列

爵 黛蓮 翠が一つの場合,こは

これ1ま正規義 李系 列で{まない。

こO藁 奪系 列の自己 ・;三話係籔は(韓 率過 程 として計算

す ると)エ ル ゴー ド性によ り

この場 合の自己相闘係数は.

Pi=O.57,p2=0.2ブ,p`=o(k≧3)・

以上(ム)、(E)の5種 の模型時系列が夫 ダ500項

以上計算 されてい る。次 の減は夫 々の最 初の100項 を

グ ラフに して示 したものである。尚,(B),(C)及 び

(E)に つい ては50項 お きに初期値を更新 し,50項

つつか ら威 る掲立 な時系列群 も構成 されてい る。 これ

等に基いた,時 系列の標本論に關す る實験的考察は他

日に譲 る3)o.●

3)本 稿 は丈部省科學研 究費による薪 究の一一SSであ

る 。
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非心型Langevin氏 確 率方程式 中の常数 の圖式推 定法 と

その臨床医學的応用
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非b型La㎎6via氏確率 方 程式 とは,r(>0),G

をあ る常敷 として

(1)du/dt=r(G-u)+A(t)

で表され るも'のを指ナ 。蚊に 孟④ は不規則 な変動 を

表す もので`を 固定 して平均す る と零に なるもので あ

る。即 ち

(2)漣(t)電0.

.eの彩 の式 ほBrown運動 あ場 合1],低 氣堅 の移勲

の場合a]に 既に懸用されて いるが,著 者は嫁齊iによる

治療開始後 の貧血患者の赤血球致,血色 素量の塘加(第

1蜀)が この形であ ることを先年指摘 した3】Deス こ

の式 でtを 寿5,S以外 の媒介変数 とすれぽ,著 者等 の置

啓法 による實祓公式4】,補盟便推定 の場合 の溶 血薗線5】

(近 似的 に第2瀬)及 びX繊 照射後 の動物 の累積 死亡

数(第3國)も この形 になる。

教学 的に ら σ を ど うい う風 に して推定すれば よい

か の問題は今考 えない で,逐次 近似法 の出発 酷 となる

よ うなr,Gの 近 似値を圖式 解法で求め ろ方法 を述ぺ

よ う。変 動項 の影響が 少けれ ば,究 に述べ る近似解だ

け で實 用上充分 であら う。

(イ)の 形式的な解はよ く知 れてい るよ うに

Aを 饒知 常敦 として(6)t珪 率定差 言 乾式 に改

めよ うo(6)h・ ら

欝 ユ 団

1)貧 血 の 程 度 の 甚 し い 場 合 に ぱ 毒1d8

=AJ(G-y)÷.{2(G-y)eと21;・k⊃ 項 ゴ§こ弐ぐよ

Rで あ る。 この 場1合1まVerhulst>算 走 註線

が 鐸 られ,蓮 激 に つ い て定 葦 ヨ ゴ 利 罵 で き ろ 。


